
「はだの議会だより」は再生紙を使用しています。

　

12
月
定
例
会
は
、11
月
26
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
市

長
提
出
議
案
等
19
件
（
う
ち
、報
告
４
件
）の
ほ
か
、委
員
会
提
出
議
案
４
件
を
審
議
し

ま
し
た
。
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第219号

秦
野
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
基
盤
を
構

築
し
、
将
来
に
わ
た
り
安
全
な
水
道
水

を
安
定
し
て
供
給
で
き
る
よ
う
、
水
道

施
設
の
耐
震
化
整
備
な
ど
を
進
め
る
上

で
必
要
な
財
源
確
保
と
費
用
負
担
の
適

正
化
の
た
め
改
正
す
る
。

　

使
用
水
量
が
多
く
な
る
ほ
ど
単
価
が

高
く
な
る
逓
増
制
を
緩
和
し
、
料
金
体

系
を
用
途
別
か
ら
口
径
別
に
変
更
し
た

上
で
、
料
金
の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
平

成
28
年
４
月
１
日
と
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
平
成
23
年
４
月
の
料
金
改
定
で
は

平
均
21
％
、
今
回
の
改
正
案
で
は
平
均

15
％
の
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
財
政
計
画
で
は
、
平
成
33
年
度
に

さ
ら
に
８
％
の
引
き
上
げ
を
予
定
し
て

お
り
、
10
年
間
で
料
金
が
１・
４
倍
と

な
る
。
あ
ま
り
に
も
急
激
な
引
き
上
げ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
こ
の
料
金
改
定
は
、
遅
れ
て
い
る

管
路
な
ど
の
耐
震
化
を
含
め
た
、
計
画

的
な
施
設
整
備
を
進
め
る
た
め
の
財
源

確
保
を
目
的
と
し
て
お
り
、
必
要
最
小

限
の
引
き
上
げ
と
考
え
て
い
る
。

問　
今
回
の
料
金
改
定
の
特
色
と
し
て
、

口
径
別
料
金
体
系
の
導
入
と
、
逓
増
制

の
緩
和
の
２
点
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
う

が
、
導
入
に
よ
る
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
料
金
算
定
根
拠
が
よ
り
明
確
に
な

り
、
費
用
負
担
の
公
平
・
適
正
化
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
基
本
料
金
で
の
収

入
割
合
が
増
え
る
こ
と
で
、
景
気
に
よ

る
影
響
も
緩
和
で
き
、
経
営
基
盤
が
安

定
す
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
本
市
の
基
幹
管
路
の
耐
震
化
率
は
、

平
成
25
年
度
末
で
28
・
６
％
で
あ
る
が
、

県
内
で
は
、
県
企
業
庁
62
・
４
％
、
横

須
賀
市
69
・
４
％
、
三
浦
市
97
・
５
％
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
耐
震
化
が

こ
れ
ほ
ど
遅
れ
た
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
新
た
な
区
域
に
水
道
管

を
延
ば
す
工
事
を
優
先
し
、
か
つ
、
全

国
の
事
業
体
と
比
べ
て
安
価
な
料
金
で

水
を
供
給
し
て
き
た
た
め
、
耐
震
化
を

含
め
た
施
設
の
計
画
的
な
整
備
が
遅
れ

た
と
考
え
て
い
る
。

問　
一
カ
月
の
使
用
水
量
が
８
立
方
㍍

以
下
の
基
本
料
金
の
み
の
水
道
料
金
は
、

５
２
０
円
が
６
８
０
円
と
な
り
約
30
％

の
引
き
上
げ
と
な
る
が
、
基
本
料
金
の

み
を
負
担
し
て
い
る
世
帯
の
割
合
は
ど

の
程
度
か
。

答　
平
成
26
年
度
で
は
、
基
本
料
金
の

み
を
負
担
し
て
い
る
世
帯
の
割
合
は

29
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

▼
議
員
間
討
議

論
点
の
要
旨

　

改
正
案
は
、
逓
増
制
の
緩
和
と
口
径

別
料
金
体
系
を
導
入
し
、
平
均
で
15
％

の
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
低
水
量

利
用
者
の
引
き
上
げ
率
が
高
く
な
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
料
金
体
系
で
一
律
15

％
引
き
上
げ
た
方
が
よ
り
公
平
で
あ
る

と
考
え
る
た
め
、
改
正
案
の
妥
当
性
に

つ
い
て
議
論
す
る
も
の
。

意
見　
費
用
負
担
の
公
平
性
お
よ
び
水

道
事
業
の
安
定
経
営
の
観
点
か
ら
、
逓

増
制
の
緩
和
は
妥
当
で
あ
る
。

意
見　
水
需
要
は
、
機
器
の
進
歩
に
よ

り
さ
ら
に
減
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

料
金
体
系
も

用
途
別
か
ら
口
径
別
に
変
更

主 な 内 容
◆議案審議	 1・7・8面

◆一般質問	 2・3・6・7 面

◆議会のうごき	 3 面

◆陳情・意見書	 4・5面

◆3月定例会日程	 8 面

水
道
料
金
を
平
均
15
％

引
き
上
げ

水
道
料
金
を
平
均
15
％

引
き
上
げ

水
道
料
金
を
平
均
15
％

引
き
上
げ

水
道
料
金
を
平
均
15
％

引
き
上
げ

ま
た
、
新
東
名
高
速
道
路
の
開
通
に
よ

り
、
工
場
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
必

要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
妥
当
で
あ
る
。

意
見　
５
年
後
も
視
野
に
入
れ
た
料
金

体
系
の
変
更
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
の
改
正
案
は
提
案
の
形
と

し
て
あ
り
得
る
。

▼
動
　
議

秦
野
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
の
修
正
を
求
め
る
動

議
に
つ
い
て

　

改
正
案
は
、
家
事
用
の
低
水
量
利
用

者
で
あ
る
低
所
得
者
な
ど
の
引
き
上
げ

率
が
大
き
く
、
企
業
な
ど
の
大
口
利
用

者
は
小
さ
い
と
い
う
、
逆
累
進
性
を
持

っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
行
の
用
途
別
料

金
体
系
の
も
と
、
公
平
か
つ
公
正
な
一

律
15
％
の
引
き
上
げ
と
す
る
た
め
、
条

例
案
の
修
正
を
求
め
る
も
の
。

▼
原
案
反
対
・
修
正
案
賛
成
討
論

　

低
所
得
者
層
な
ど
の
低
水
量
利
用
者

の
引
き
上
げ
率
が
大
き
く
、
企
業
な
ど

の
大
口
利
用
者
の
率
は
小
さ
い
。
費
用

負
担
の
公
平
性
が
保
た
れ
て
い
な
い
。

▼
原
案
賛
成
・
修
正
案
反
対
討
論

　

施
設
整
備
計
画
や
財
政
計
画
は
、
将

来
を
踏
ま
え
た
堅
実
な
内
容
で
あ
り
、

逓
増
制
の
緩
和
や
、
口
径
別
料
金
体
系

は
、
水
道
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま

え
た
上
で
も
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

修
正
案
否
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

12 月
定例会

なお、今号（第219号）は、５人から９作品の応募がありました。第220号の表紙写真の募集はありません

標準的世帯における1か月当たりの料金比較
（口径13・20ミリメートル）

使用水量 現行 改定後
金額 増額

30㎥ 2,160 円 2,650 円 490 円

※平成 26 年度の 1 日 1 人当たりの使用水量実績（245ℓ）
と、世帯人数が４人の世帯を「標準的世帯」としてい
ます。

※ 245ℓ /1 人 ×30 日 ×4 人 /1,000ℓ≒ 30㎥（使用水量）
※家事用の多くが口径 13㎜または 20㎜のメーターを設

置（全体の 99.75％）

安全でおいしい水を次世代にも

春を呼ぶ紅梅（撮影者・原　康さん）


